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ガラス湯（俵入）2，000円位である。また蛙目水簸珪砂は
『
3
0
0 ～400円位である0

　　　　　　10．結・言
　本地区の珪砂鉱床は福島縣相馬地方，福岡縣南部地方

と類似の花嵩岩源の堆積珪砂鉱床に属し，宇久須・佐渡

両鉱山とともに本邦の註大産地に算えられるが，その板

ガラス原料としての利用はまだ日浅く，今後に種々の問

題を残しているo

　その長所としζて拳げら，れるところは　　　　　　夢

　i．陣屋附近の砂は純度高く，大量生産に適しているの

で板ガラス用として好適である。

　ii．現在採掘中の各切羽は採掘容易であり，選鉱も簡軍

にできるので生産費は三大産地中最低である◎　・

　iii．立地條件がよく，ガヲス製邉工場までの蓮賃が低

廉である。

　iv．将来選鉱の研究グ進んだ場合，陣屋だけでなくほ

かの箇所（八床・赤津・八草等）の珪砂も板ガラス用に使用

可能となれば鉱量は極めて大きくなる。

、短所とされる点は

　i．さし当り採掘可能と目される陣屋附乖の鉱量は12

万t内外で，しかもこのうちかぶりの庫い所がかなりあ

り，鉱量は大きいとはいえない。八床方面のやX低品位

鉱を合算しても20万t程度に止まる。

　ii．採掘業態が小さいため，大規模，合理的な探掘が行
r
わ
れ
な い。このため，鉱床の若干の品位の低下，層が若

干薄くなること，か．基りが若干厚くなること等によつて

ー直ちに採掘を不能ならしめるo

　iii．陣屋地区の排土置場不足。

　iv。水の関係で大規模な選鉱場の建設は困難であるか

ら，原砂の配合によつて用途別に適当な精鉱を生壼する

ような合理化がむづかしいo・　　　　、

　以上のことから次の諸点が今後に残された間題であ

るo　、　　　　　！
　i．八床附近の珪砂をほじめ，赤津，八草等の砂の板ガ

ラス用への利用研究。これは水洗，粉埣の問題であると

同時に使用工場の研究課題である。

　H．陣屋西方および下部砂暦の採掘の間題。

　陣屋西方は地並下であり，市街地に接するので当分可

能性はない◎下部砂厨はその大部分が10m内外の礫暦

匠覆われて駒り，排土置場にも乏しいカ》東孚本山寄り

は厨薄く，品位も低いと推定されるので，この方面を排

土置場として操掘するこどが考えられる炉，かなり大規

‘模な工事となるo

　圭iL從来板ガラス用としてはあまり．利用されていなか・

つた蛙目珪砂は，水洗充分ならば板ガラス用に適するも

のと考えられる。既に赤津方面のものが一部混入利用さ，

れ七いるが将来は他の地区の’ものも利用されるべきもの

と考える・しかし，蛙月粘土の溝費章にも左右さ飽るか

らその生産量には自ら制限がある。

　以上を総括すると今後3～4年位の間に良質で掘り易
　　ロノい部分はほとんど掘り露されると考えられ，上記のいず，

れかの問題を解決して行くこと、となろうが，いずれにし

ても設備り増設を含む若干のコスト高は霧ぬがれないで

あろう。（昭和25年5月，6月調査）
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　1）7万5千多治見図幅。
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　　右および石英調査報文，ド工業原料鉱物調査報告・

　　，Nol皿，大正11年．
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　　Deppsits　in　Fuzigatani　mine　are　of「pyア

rometasomatic　and　v農ip・types．

　　Ore　minerals・of　massiv6depσsits　consist

of　pyfrhotite，chalcopyrite，sphalerite，pyri・

te，and　scheelite　associa㌻ed　wit紅many　skam

l血inerals．’Sheelite　and　molybdenite　are
　contain6d　in　peg血atitic　quart2vei血．

　　There　are　several　thousand．tons　of　ore

in　the　Umenoki’area，but　the　auther　cQuld

nQt　fin（i　the　other　deposits　i算　thi＄　region：

』Deai，Hand，Hiyo曲i，Taiho－honko，1waya

etc．

　　　　　工』緒　言、
山口縣玖珂地方は本邦の銅。重石賦存地幣として重粟
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な位置を占める。

．1950年山口懸商工部の企画による縣

・下地下資源調査が案施され・地質調葺所

犬阪支所を主として，の口縣地学会等の

各調査員により縣下地下資源の概査が行

われた1）Qその結果玖珂地区の銅・重石

鉱床精査の挙要が認められ鉱床探査審講

会の議を経て本所に，その調査が要請さ

れた。、

　筆者は1951年15月戸導6月に亘り現｝虚

において主として玖珂鉱山梅ノ木1号，

2号，3号，4号および大宝鉱山1号，・

大滝坑箏を含む梅ノ木地区と藤ケ谷鉱山

犬切坑を調査した。その結果を報告す

る0

　　　2．位置および交逼

　今回調査Lた玖珂，大宝，藤ケ谷の3

一鉱山とも，山匂縣玖珂郡桑根村地内に

あるQ
　山陽線岩國駅一（岩日線バス，27km）

｛渡里橋一（縣道，4km，トラジクを通

ず）→出合・玖珂鉱山および大宝鉱山事務

所一（村道，6km，トラックを通ず）楴藤

ケ谷・藤ケ谷鉱山Q

　　　3．沿革および現況

　玖珂鉱山は1886年（明19），大宝鉱山

は1895年（明28），藤ケ谷鉱山は19n年

（明44）にいずれも銅鉱として試掘鉱区『

を設定された01911年に重石鉱が発見さ

第1圖　肉口縣玖珂郡桑根村梅ノ木地匿圖

　　　　　　　　　　　　46一（432）

1）　山口縣地下資源調査レポート＝ 山口懸商工

．部，1951
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れ，1914・》1919年め第1次世界大職中重石鉱虜として盛

況を呈したが，大職終了とともに休山したdその後，1941、

年（昭16）再開し1945年，今次大職終結にて休山となり

今日に至る。　　　　　　　　　．，

　各鉱山とも目下休山中である。　　　　　

　　　一・鉱山名響鱒鉱種

玖珂鉱山

大宝鉱山

・藤ケ谷鉱山

山口縣採
231

山口縣採
61

金・銀・

銅錫・
亜錯・
重石

銅・重石

　　　金・銀・
　　　銅・水
画口縣探i錯・重

536　障

鉱・業権者

田中鉱業株式会瀧
東京都中央区日本橋兜
町2118

中國鉱業株式会吐
代理人富田巳之生，山
！口縣玖珂郡桑根村出合

日本鉱業株式会泣
東京都港区赤坂葵町3

　　　　　　4．地質鉱床一般

中國山地の一一“部をなす本地方は，標高500m～600m

の山岳地帯で，谷深く岩國川支流根笠川は地質構造に支

配されて屈曲蛇行しつつ北洗するo桑根村出合より根笠

川本流はNE’》SWに洗れ，こxに合洗する藤ケ谷川に

滑い南行しズ遡れば，6kmにして藤ケ谷に至る。

本地方の城質はいわゆる秩父古生一

『
が
散
在 し，その相互の関連性はまだ明らかにされていな

　いo』

　　　　　　　5．梅ノ木地区

　今回調査した梅ノ木地区は桑根村出合より東部，根笠
／11藤ヶ谷Jllに挾まれた，約400m2の地域であつて，

　玖珂鉱山梅ノ木1号，3号，4号および大宝鉱画大宝1

暦で粘板岩・砂岩・珪岩の互暦より

なり，その間にジソズ状の石次岩を

挨在する。これらの水成岩は全て多

少なりとも変質を蒙つてホルンフェ　ー

ルス化している。火成岩とLては本

地域内各所に粉岩岩脈が見ら解る。

懲たペグマタイト，牛花崩岩岩脈は

藤ケ谷鉱山大切坑内に見られるQ花

崩岩は藤ケ谷の南方2km以南に分

布し，本地域内では見ら才しないo

　鉱床は上記ホルンフェルス中また

はホルンフ，エルスと石次岩との境界

に沿つて胚胎する不規則な鉱塊乃至

レソズ状めいわゆる接触交代鉱床お

よび各所に水成岩厨を貫く鉱脈の2

種類である。前者は磁硫鉄鉱・黄銅

鉱・友重石・閃亜鉛鉱・錫石等を鉱石

鉱物として含み，柘榴石・透輝石・友

鉄輝石等のスカルン鉱物および石

英・方解石・螢石等の鑓石を俘う。後

者はペグマタイト質の．石英脈で友重

石，輝水錯鉱等の鉱石を含む。

　本地域内には大小幾多の鉱床露頭

号，1火藥庫上旧坑，大滝坑の各鉱床を含む。大宝1号坑

の北，約100mには大宝本坑鉱床があるが，今回は都

合により割愛した。

　筆者は1／300縮尺にて坑内の測量字）および調査を行

い，、かつ各坑の関係を明らかにした。

　本地域を選定した理由は（1）大宝1号，梅ノ木各坑は

坑口までトラックが通じ鉱石蓮搬が極めて至便であるこ

とo（2）各鉱床が比較的よくまとまつており・探掘済の

鉱床もあるが，またほとんど未探掘の比較的大きな鉱床

があるととQ（3）位置的地形的に調査に便利であつたこ

とによるo
・梅ノ木鉱床は本地方で最も古く3）銅鉱として開発され

たα

　（1）本調査地域を構成する岩石はいわゆる秩父古生層

に属する粘板岩・頁岩・珪岩・石次岩等である・石友岩依

特に梅ノ木1号鉱床附近において著むい。一般に略々東

　　　　　75　　　　　『　　　，　　7　　　　　　！　！
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第3圖　　梅ノ木一號坑鉱床（玖珂鉱山）

2）測量はハンギングコンパスを使用し弛

3）　1850年頃（嘉永年間）と樗する
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＼

N－
Q》　

80

西の走向を有するもののようである。

断暦は大宝1号坑々内において認められるものは

走向：N350～400珍傾斜略々垂直で断暦破砕樽の幅

6mにおよぶ◎また梅ノ木4号鉱体，3号鉱体を切

る断暦は走向N200～30◎E，傾斜30◎《・500Wで落

差約2mと推定される。梅ノ木3号坑，4号坑坑内

においてはNE《・SWの走向を有1し，NWまたは
SEに50◎～900Fに急斜する断厨が極めて多く，時

には幅約30cmの粘‡帯，方解石脈等を俘うこと、

も稀ではない◎

　（2）鉱床はいずれもいわゆる接触交代鉱床で，

本地域内においては略々南北に配列し，かつNW～

SE方向に延長せるレンズ状鉱体でNWに20◎～

30。傾斜する。前述の如く北より犬宝1号，梅ノ木

4号，梅ノ木3号および梅ノ木1号の各鉱体があり，、

伽1鉱体の近迦に1蝋個の小鉱体が見ら樋。またこ

鉱 劇諦髪，騰奪wl騨両評
大宝1号

梅ノ木4号
　〃　3号
　〃　1号

20m
60m
15m
60m

6m
15m
8m
20m

2m　　　200

4戸》6m20b戸》30。

　3m”　200

13m＼　　200

第4圖　　梅ノ木三號坑鉱床（玖珂鉱山）
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第5圖　梅ノ木四號坑鉱床（玖珂鉱山）

の列の東方約150mを
踵てて火藥庫上旧坑およ

び大滝坑が列ぶ。

　各鉱体の饒知の規模は

上の如くであるQ

　各鉱体近辺の小鉱体は

いずれも長径3～7m，短

径2・》4m，高さ1～3m

程度の大さであるo

　火藥庫上旧坑は、NE～

SW方向に延長するもの

の如く，現在見られる鉱

体はN：NW戸》SSEに8

m，NE～SWに十5m，’

上下に十5mであるo大

滝坑鉱床は長径（NW～

SE）10m．短径（NE～

・SW）4m，高さ十5mで

ある。，

　（3）鉱石は本地方の
1他のいわゆる接触交代鉱

床と同じく磁硫鉄鉱・黄

・48一（4寧4）臼
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第6圃　大寳一號坑鉱床（大寳鉱山）

銅鉱・閃亜錯鉱・友重石を主とし・少量の黄鉄鉱・硫砒鉄

鉱・錫石等を俘う。脈石は石英および方解石・次鉄輝石・

柘榴石・線簾石・緑泥石等である。大宝1号，梅ノ木4号，

梅ノ木3号等においては鉱体の中心部は磁硫鉄鉱・黄銅　　丘

繍識綴欝磁齢警貸†穏
　　　　　　　　　　　　　　　　12μ○カルン鉱物に混じて見出されるo　　　　　　　　　　　　　N．、、

友重石は径0．5mm・》5mmの自形をなLて散点し鉱

体の周辺部に近く・臓膿集するもののよう稿る・　’＼懸

梅ノ木1号においては，他の鉱体に比して鉱石鉱物の

粒度が粗く，周辺部のスカルンの発蓬が良好である◎

火藥庫上旧坑，大滝坑の鉱石は粒度の粗い点で梅ノ木

1号に似ているが，スカルン鉱物の量は少なく，鉱体の

周辺または近辺に多孔質の石英鉱がある。

（4）各鉱床の李均品位ば次表の如くである。

θθ

　　．［コ灘避脇鵜那
　　　醗麹鉱石灘ス鳩

　　　　霧同上探掘跡

　　　図珪瓢
　　　　／断層
　　　　／石英豚
　　　　　　　「　　　　0　　　　5　　　　暫om

轡’ず第7圖　　大瀧坑（大寳鉱由）

　窄『、、□榮騰骸び
　　　　　ノ醗鉱脚　レ

　　　　ノロ王圭轍
　　　ノ
　　ノ　　　イ断層
QMW犀2G吊　　　　　　　1イ’石英月氷
ゑう

ρ　Q，〉．w判cm

　w富200m
　　　　　　　5　　　　10m45

w呂30cm

第8圖　　火藥庫上奮坑（大寳鉱山）

梅ノ木地区鉱床別準均品位表

鉱床名
梅ノ木1号附近涛

1歯騰
梅ノ木3号附近菅

内｛雛凝

梅ノ木4号翠

大宝1号鞘
大　滝　坑繰
火藥庫上旧坑鼎

Aug／t

0．13

tr

tr

tr

tr

Ag9／t

26．00

70．00

29．68

41．00

21．00

59．GO

Cu％ Zn％・Fe％
1．37

1．81

0，50副

1．35

1．47

0．51

0．95

1．36
0．77・

1．41』

2．80

2．04

0．34

tr

4．27

2．49

6．24

22．22

32．21

S％

〆

10．13

1β。05

8．61

10．49

、18．65

14．20

16．14

23．71

14．99

19．46

26．92

WO3％
1．70
3．23．

・2．45

0．82

0．58

1．21

0．88

1．61

0．36

0．62

0．78

・Sn％

G．08

1．51

0．05

0．04

0．05

分析数塁

90

6
8
23

37

5
1
28

4
5
2

菅玖珂鉱山の資料による　　蝋日鉱河山鉱山分析
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　　（5）各鉱床の推定鉱量および本地域内の貯鉱量は次

　表の如くである，（印刷省略）o

　　（6）上述のいわゆる接触交代鉱床の他，本地域内殊

　に梅ノ木2，3，4号貌内において無数の石英脹を認める。

　これらの石英脈はそのほとんど総てがN10。バ60。Eの

　走向を有し・700～90。に急斜している。脹幅は最大約

　30cmで，幅1．5cm～2c血のもの最も多く大部分は

　無贋値の石英脈であるが，時に茨重石・磁硫鉄鉱・黄鉄

　鉱・硫砒鉄鉱等を俘うことがある。’しかしこれらの鉱石・

　を俘う石英脈も極めて貧鉱で稼行償値はない。

　　　　　　6．藤ケ谷鉱山大切坑
、　　　藤ケ谷鉱江1には五仙峠鉱床・明見谷鉱床・群林鉱床（元

　喜久鉱山）等の鉱床があるo今回の調査においては日数

　の関係上五仙峠鉱床の大切坑のみを調査した◎

　　大切坑は藤ケ谷部落の上洗，藤ケ谷川の東岸に欄坑

　　し，N80◎Wの方向に約700n1，総延長約1，000m掘

　　さくしたものであるo

　　（1）坑内において認められる岩石はいわゆる秩父古

　生層の粘板岩・石友岩・石友質頁岩・ホルンフェルス等で，

　　これらを貫いて粉岩・孚花歯岩およびベグマタイトの岩

　脈が見られるo

　　断層は走向N500～700E．傾斜400ρ500NWのものお

　　よび走向NS～：N300E，傾斜600～90◎のものあり，前

　者は数本見られ，30cm内外の破砕幣を俘い落差は不明

　であるが鉱床の生成と関係あるものの如く思われる。後

　者は極めて多数認められ，落差は僅かである◎

　　（2）鉱床はいわゆる接触交代鉱床に属するもめと石

　i英ペグマタイト鉱脈とがあるo　．

　（i）大切坑坑口より約260m’｝270m

で五仙峠1号の接触交代鉱床に着鉱して

おり，また引立附近にも12号鉱床があ

る。その他小スカルンは坑内所々に早ら

れるがいずれもほとんど鉱石を認め得な

い程度のものである〇

　五仙峠1号鉱床は上部露頭と連絡し，，

さらに鉱床に沿つて約15m掘下り，1鑓

押25mを掘進したというが，現在は崩
壌水没し七鉱況不明である。坑口附近に

は本鉱床より探掘した鉱石数百tの貯

鉱があるQこれらの貯鉱を槍するに，鉱

、石は友重石を主としう部分的に磁硫鉄鉱

・閃亜錯鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱・輝水鉛鉱等を

俘う。脈石は石英・友鉄輝石・柘榴石・方

解石および絹雲母等である。

　鉱染歌交代鉱床を石英ペグマタィト脈

が貫くものグ）如く・硫化物を含む鉱染部と右英部との接

触部に次重石が多い。

12号鉱体その他の小スカルンを観察するに鉱体の中

心部は方解石・友鉄輝石・柘榴石’・緑泥石・絹雲母・石英等

の混合体中に磁硫鉄鉱・黄鉄鉱等の硫化物が鉱染し，周辺

部は漸次脈石およびスカルン鉱物が網脈状となり，石英

が漸増して珪化帯となり，滲に粘板岩ホルンフェルスに

移過する。

五仙峠1砦鉱床
坑内255m点西向掘下り

　　　　〃

　　〃
坑内275m、点附近

坑　外貯　鉱

IW・・％

2．27

tr

tr

tr　’

2．30
1。80

ls％

6．49、

3．00
3．56、

1．52

1・．6一・，7

lcり％

0．15

0．11

0。20

0．09

（目鉱河山鉱山分析）

6，0｛・7．0

　（ii）石英ペグマ汐イト鉱脈は6，7号（廻廊部）および

10号が特に著しく，脈幅10cm～30cm，走向はN309～

50罫傾斜WまたはEに70。～gooで石英を主と1して

6

7

馴
号／

10号

脈劃
2cm
3
7
10

7
20

15

w・・剃

3．36
、2．82

10120

　tr
10．61

　tr

　tr

Mo％
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賞雲母およぴ長石類を俘い・聲際に輝水錯鉱，中心部に

友重石を含む。両盤に滑つて緑泥石化作用および珪化作

用を認あるo　　　　 　　　　　　　　　　　r

　また坑内各所に走向NS伊N600E，傾斜WまたはEに

700’》gooおよび300｛・450の石英脈を認める。

　これらはいずれも脈幅1cm’》10cmで次重石および

輝水錯鉱を俘い，稀に長石類，電気石等を認めることが

，あるoこれらの鉱脈を追い，数々の探鉱坑道を掘つてい

るがあまり鉱況の良好なものはないo、

　　　　　　7．結　語
　（1）梅ノ木地区各鉱床の位置的な関係・規模，推定

残存鉱量等が今回の調査により明らかにされたQ

　（2）梅ノ木地区は交通蓮搬極めて便利であり・殊に

梅ノ木4号は坑口崩壊部（約15m）を取明ければ喧ちに

、数千tの鉱石が採掘可能である6早急の稼働が望まれるo

　（3）各鉱床の性質，附近の出合鉱床・繁栄鉢床・日吉

、鉱床・大宝本坑鉱床等との成因的関係等については，今

後の調査にまたねばならぬ。大宝本坑鉱床は規模も大ぎ

くなお相当の残存鉱量が見込まれている。

　（4）藤ケ谷大切坑内1号鉱床に関しては，崩壊部の

取明け，排水が行われなければ調査できない。藤ケ谷鉱

画には五仙峠鉱床の他，明見谷鉱床，群林鉱床等あり，

これらはいずれも今後の調査にまつ。

　（5）今後調査が続行されるとすれば，1まず玖珂・大，

宝・生高・周防の各鉱山を含む比較的広範な地域の地表な

らびに坑内の全般的調葺を実施しなければならないo藤

ケ谷鉱山についても同様であるが，本鉱山は地理的に，

また宿舎の関係上・現状を以てしては玖珂・大皐・生高・・

周防鉱山地域に比して調査は相当困難であるじ

　　　　　　　（昭和26年5月～6月調査）
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Differential　Thermal　Analysis

　　ofC1窺yMinerals、

　　　　　　by
　　G
Makoto　Muraoka．＆Mituo　Tapemura

　Di任erential　th6rmal　analysis　has　been
develope（i　in　o：rder　to　investigate　the　chara一

℃ters　of　certain　minerals’and　mixtures　that

were　revealed　by　neither　chemical　analysis

nor　X－ray　pattems．

　Although　the　method　of　differentia1
｛hermal　analysis　can　be　applied　to　the　iden・

一ti丘cationofc1＆yminerals，itisnot・yet＄u卜
右cient　for　the　gfouping　of　c玉ay　minerals』

　Basing　on　the　di£ferential　thermal　ana．

1ysisJapanese　clays　may　be　classi丘ed　into

・three　types；so－called（a）kaoline　clay，（b）

mixture・fa11・phan免and’ka・1ineminerals
and（c）mixture　of　montomo士illonite　and

k＆01ine　mineralS。、

　Some　sericitgs曲ow　a　little　deviationlin

the　temperatures　of　endothermal　peaks　from

those　of　the　ordinary　sericite，　alld　it　m＆y

be　attribu毛ed　to　the　granulafity　of　the　mi・

nera玉s　3／4．

＊鉱床部

　　　　　　　要　旨
　示差熱分析装置の熱電対には径0．4川mの白金およ

び白金ロヂューム線を用い，サンプルホールダーには乳ス

テインレス，スチ轟ル（クローム18％，ニラケルQ・8％）

を使用した。

　熱電対の電位蕾測定には反照臓計，燈内の濫度測定

には熱電式高温指示計を用い，盤としては横型白金電気

燈を使用し，濫度上昇はスライダッグを利用して，手動

式とした。　　　一

　この裟置で1分間10。Cの温度上昇をさせつ≦行？た、

実騒の結果，次に示す如き事実が認められた。

　1．カオリソ系鉱物の900’》1，0000Cにおける発熱の

Peakは：No．1，No．2およびNo。3の如く，9800C

・附近で極めて顯著に現われるのが普通であり・從来の外

・國の例でも全部がこの傾向を示しているのであるが，日

「’本の粘土の中には，このPeakがNo・4，No・5・No・

7，No．8，No．9一の如ぐより低温で現われ，かつPeak

の高さの低いものが多い。

　さらに上記Peakの低い［ものは多くの場合500《ン6000

，C附近の吸熱あPeak　が低溜で現われるd
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